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本会は、平成２年に広島県退職校長会から分離独立して結成
した組織である。
この会の目的は、会員相互の親睦と福祉増進を図るとともに、
会員の研修及び教育の振興に寄与する諸活動を行うことにある。
会員は、広島市に在住又は広島市公立小・中学校の退職校長
でこの会の趣旨に賛同した者により500余名の会員を擁する。
全体組織としては、会長、顧問（２名）、監査（２名）を置
いている。組織の運営は、本部役員会、代表者会、及び区会（９
区会）、委員会（５委員会）によって行っている。
「本部役員会」は、会長、副会長（５名）、事務局長及び幹
事（６名）で構成している。
「代表者会」は、本部役員（12名）、区会長（９名）、委員長
（５名）で構成し、総会に次ぐ議決機関である。
「区会」は、広島市８つの区を９つの区会に分け、区会の活
動は、退職校長会の活動方針を具現化する場である。各区会では、会員相互の親睦に努めると
ともに、現職校長会との地区懇談・懇親会を開催するなどの行事を通じて連携を深め、教育支
援や教育関係行事への協力・参加をしている。

「委員会」は、叙勲、広報、福祉、研修及び教育支援の５委員会を設けている。
・叙勲委員会（委員数18名）

会員の叙位・叙勲申請の手続きの援助や説明会を行っている。
・広報委員会（委員数９名）

本会の活動情報の発信や活動交流の場として、年３回の会報を発行している。Ａ４
判、４〜６ページで構成し、令和６年度には100号を発行した。

・福祉委員会（委員数９名）
会員の親睦・福祉の増進を図るための行事として、近年は一泊研修旅行、囲碁大会、
ビヤガーデンの夕べ等を企画・実施しているが参加者のニーズの変化に対応し、実
施内容の変更を行いつつある。

・研修委員会（委員数９名）
会員相互の研修及び中立健全な教育世論の喚起を図るための講演会、市内の企業・
施設めぐり、ひろしま探訪（文化・歴史施設見学）などを企画・実施している。

・教育支援委員会（委員数18名）
教育振興に寄与するための教育支援活動を計画・実施する。教育支援者リストやそ
のリストの活用記録としての実践事例集を作成し学校・公民館等に配付し人材の活
用を促すとともに、要請の窓口として教育支援を行っている。

広 島 市 退 職 校 長 会
結成　平成 2 年 10 月 30 日
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